
「めんどくさい」はもう古い！
「遊び」でエコ活動を
アップデート！

「やらなきゃ」から「やりたい！」へ

姫路市立姫路高等学校探究科学コース2年 井上奏心



もくじ

１．きっかけ

２．問い・仮説

３．実施

４．高校生の私が感じたこと

５．考察

６．今後の展望



地方紙の地域に関する記事を毎日読んでいて…

地域のための探究をしてみたい！

その中でも観光スポットではなく

イベントについて探究したい！

観光客も姫路市民
も楽しめる

１．きっかけ



探究を進めるために、

イベントを企画する活動

に参加してみた！

「ひめじ未来ラボ」に参加！



「多世代交流」がテーマのグループに参加！

そのグループの意見で出た

「イベント×エコ活動×多世代交流」
というテーマで探究しよう！



いろいろな人と交流して楽しくエコ活動を行うためには

どんなイベントがいいのだろう？

問い

２．問い・仮説



ところで…なぜ「楽しく」なければいけない？

・エコ活動はめんどくさい、継続しにくい

・人は何かを続けるには

利益（メリット）、目に見える利益、達成感が欲しい

達成感を得るためには楽しくできる方がいいのではないか？



ゲーム感覚でエコ活動ができるイベント。

仮説



そこで私達グループが考えたイベントは

めぐりめぐる循環型パーク！

ぐるぐるパーク

5つのアクティビティを提供

３．実施



このイベントを実際に

10月5日(日)に

姫路駅北 にぎわい交流広場

北広場ステージで開催しました！



これからイベント当日の様子と

５つのアクティビティをご紹介します！



１．ペットボトル早潰しレース
用意した

ペットボトルは
約１０００本！？



親子も
通りすがりの学生も

チャレンジ！



２．みんなで作るエコキャップアート

朝から色分け
頑張りました！



みんなで完成させた
パークのロゴ！



３．巨大廃材ガチャ
当日だけ使える
商店街のお店の
チケット！

古着引き換えの
チケットも！



大きさは
約３ｍ！？



４．古着引き換え

ガチャの景品で
古着を提供！



５．ひめじ版キエーロ体験 ひめじ版キエーロは
太市の竹チップを使用！



説明用に
作りました！



説明の後は
実際にキエーロ制作！



参加してくれた人からの声

・開発者の方からキエーロについて詳しく教えてもらえて

良かった。

・親子で楽しめるブースが多くて、あたたかい雰囲気の

イベントだなと思った。

・アクティビティの場所が少し

分かりにくかった。



４．高校生の私が感じたこと

・駅前で行ったため、若い世代の人が

参加してくれた。

・特に家族連れが多かった。

子供向けのアクティビティが多かったから。

・宣伝がうまくできていなかった。



イベントを開催することの大変さ

・スケジュール合わせ・イベント内容
・限られた時間の中で資料などの準備
・いろいろな人への協力依頼
・宣伝
・当日の準備



イベントの企画に参加した感想

・普段関わることのない高校生、大人と活動できた。

・なかなか浮かばない意見をたくさん聞けた。

・校外に出て活動するって楽しいなと思った。

・校外に出ると自分で判断しないといけなくて、何を

したらいいのかわからなくなったりした。



５．考察

・駅前で行ったことで若い世代の人が参加してくれた。

それ以外の世代の人が少なかった。

開催場所を変えてみたら来てくれる世代も

変わるかもしれない

（例えば…学校や公民館など）



６．今後の展望

・開催場所を変える。

・宣伝方法を工夫する。

継続できるイベントにする



ご清聴ありがとうございました！


